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寄稿 中世探訪 【中世スペイン写本と古書の店 ライブラリー リエバナ】 
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木村恵理 

 写本（羊皮紙による手書きの本）は中世の時代から印刷の普及する頃まで用いられ、壮麗な

挿絵など美術品として価値の高いものもあります。それは大変に貴重で大切なもので、当時は

見られる人も限られていました。中世の修道院を舞台にしたショーン・コネリー主演の映画『薔

薇の名前』でも修道士達が写本室で聖書を羊皮紙に書き写しているシーンがあります。その写

本が見られるというお店を訪れました。看板を見つけ階段を降りると、そこは時空を超えたか

のように西洋中世の雰囲気を静かに、そして暖かく放っています。こぢんまりとした店内には

教室机ひとつ分の作業スペースと、写本にまつわる書籍が本棚に沢山並んでいます。店主は藤

田秀明さん。奈良で 5 年間本の修復技術を学び、会社員時代からボランティアで本の修繕や玩

具の修理に携わっていたそうですが、その頃から「写本沼」にもハマり、その魅力を知っても

らえたらと会社をリタイア後 2021 年にライブラリー リエバナをオープン。店名の“リエバナ”

は、修道士ベアトゥスが過ごしたスペイン北部の村の名前が由来。ベアトゥス黙示録註解書写

本など少しずつレプリカを手に入れ、現在 19 冊を所有。期間ごとに入れ替えられる数冊を閲覧

することができます。またオリジナル写本（羊皮紙）の零葉も購入できます。 

 

レプリカといっても、オリジナル写本にある破れやシミ、落書き、さらに破れた部分を糸で

修繕した部分までも忠実に再現されているのに驚きました。レプリカは紙ですが、単なるコピー

ではなく写本を精密に伝える大切な作業であることがわかりました。またゲーズ語で書かれた

「エチオピアの聖書（17-18 世紀頃）」はオリジナルの写本で、これも手に取って見ることが

できます。羊皮紙のサンプル（栞ほどの大きさ）も置いてあり触ってみるとつるっとして綺麗

ですが、当時の羊皮紙はもっと質が悪いのでは？と思っていたら、製作工程は今も当時も変わ

らないのでどうやら当時もとても質の良いものだったろうということです。私も以前に羊皮紙

に関する本を少し読んだのですが、製造過程で「獣臭が凄まじくて心が折れそうになる」とい

うようなことが書かれていました。本当に大変な過程を経てできあがる羊皮紙。聖書を伝える

ため苦心して発明した人々の叡智に思いを馳せます。 

また、グッズとして中世の時代の方法で背表紙を糸で綴じた手製本も並んでいます。表紙部

分も木で、いくつか種類があって質感が異なります。この「綴じ」も時代によって変わってい

くのだそうです。本の作りは歴史が深いですね！地域のイベント等で手製本ワークショップも

おこなっています。以前に取材を受けられた TAP（豊田市の文化芸術を紹介するとよたアート

プログラムマガジン）に掲載された記事が WEB 上で見られます。お店の様子や鮮明な写真はこ

ちらでご覧下さい。 

https://tap-magazine.com/report/4467.html （「TAP マガジン」で検索） 
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◆お店のデータ 

所在地：豊田市西町 5-5 VITS 豊田タウン地下 1 階 

名鉄「豊田市駅」・愛環「新豊田駅」より徒歩 5 分 

駐車場：VITS 豊田タウン駐車場ほか提携パーキングで 3 時間無料（駐車券をお持ち下さい） 

開館日：水・木・金・日曜 10～17 時   電話：090-8670-5196 

（時間が変更になることもあるのでお出掛けになる際は必ず HP、Instagram でご確認下さい） 

ホームページ： https://syumei1.com 

インスタグラム：＠library_liebana （いずれも「ライブラリー リエバナ」で検索） 

 

 

ご覧になりたい写本がある方は事前に連絡を入れれば出してくれるとのことです。


